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Consideration of the educational value of flag football.（Latter part）





　There was a sport called Flag Football that was originally brought from American football and spread to Japan since 
the latter half of 1990ｓ. The sport is still not so popular in Japan, but it has gradually spread since it being taken up by 
elementary school commentary on the education guideline.
　In the upper grades of elementary school, publication to the education guideline “full edition” was fixed.
As a result, it will be expected that in March 2017 it spreads not only in the conventional manual (elementary school 
physical education) but also in a wider range. Is such a sport really suitable as a physical education material in elementary 
school?　What and how we should teach to students?　Proceed university classes, and conduct analysis and verification.
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作戦戦術 エ．練習 ア．勝敗 イ．試合
ア．チーム
　　ワーク
表⑤
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う図式になっていることが分かった。
　すると，このフラッグフットボールが運動能力の差を
作戦や戦術，そして練習によって乗り越えることが出来
るとこと，勝敗だけではなく作戦を考える時の話し合い
が面白かったり，相手味方にかかわらず，作戦の出来映
えの良さや，習熟の凄さにまで興味を持てたという感想
があった。また，前々頁に掲載した学生の感想では，一
回一回の作戦のことだけではなく，相手との関係や心理
戦，そして試合状況を考え，そして，メンバーの特性や
相手との事も含めて戦略にまで，深く理解していて実行
していたことが分かった。今回の実践では，ここまで理
解し記述していた学生は少数であったので，次年度の取
り組みではここに焦点を当てて，実践を組み立ててみた
いと考えている。
Ⅱ．今後に向けて
１．体育教材として
　この紀要原稿の要旨において，小学校の体育教材にふ
さわしいのか？と，書いたが，この２年間の研究紀要を
まとめた時点で，結論ははっきりと出た。
フラッグフットボールは小学校の体育教材に，ふさ
わしい。というよりは必修化しても良いと思う。
　それほど，優れた教材である。２年間のロングランに
よる計30コマの授業で，大学生４クラス延べ200名ほ
どの，授業を中心とした姿や，アンケートを中心とした
彼らの意見を丁寧に分析した結果から断言できる。しか
し，小学校中高学年にふさわしいと思われる。小学校低
学年でも２：２のランゲームを丁寧に実践しているのも
見かけるし，低学年でも時間をかけて丁寧にやれば，出
来るとは思う。しかし，それはガードを軸にしたラン
ゲームで有り，本来のフラッグフットボールの面白さを
習得したとは言い難い。
　本当の面白さは，ランもあればパスもあるという選択
肢や，マンツーやゾーン，そしてプレスといったＤＦが
ある中で作戦を作ること。そして，机上の作戦ではな
く，実際の相手の動きに合わせて，味方同士の一致した
状況判断によるプレーの切り替えなど。レベルの高い作
戦を作り習得し，試合で検証する。そして，相手との力
関係，残りの距離や時間，得点差などを考えての作戦の
選択など。その辺りは戦略の面白さということになる。
そうなると，高学年以降の課題となる。
　低学年では，様々な走り方や，バランス感覚などを十
分に味わう事が大事で，鬼ごっこや簡単なボール遊びで
タイミング良く投げる。走りながら受けるなどの基礎技
能を身につける方が大事だと思う。フラッグフットボー
ルをやりながら，これらの動きを習得させるには，運動
が苦手な子どもたちからすれば，困難だと思う。
　そして，前述した状況判断による作戦の切り替えや，
戦略戦術の面白さに触れさせるということについては，
それはレベルが高すぎて，小学校体育の課題ではない。
と，現場の先生方に，よく言われることがある。しか
し，現在一緒に研究に取り組んでいる現場の先生達の取
り組みの様子を見ていると，充分に課題になり得ると考
えている。ただし教える中身や教え方をどのような順番
で，どのように組み立てていくのか？が大切である。今
年度の授業では，その辺りに焦点を絞り，検討し分析し
検証していきたいと考えている。
２．状況判断と臨機応変の違い
　アメリカンフットボールの作戦は，あらかじめ立てた
作戦の中から選択し作戦通り徹底して行う。しかしなが
ら相手のあることなので，相手が想定した動きと違って
いるのに作戦通り遂行することはナンセンスである。そ
のため，事前に「この作戦でいくが，相手がこうではな
くこういう動きになった場合，表の作戦から裏に切り替
える」これはあらかじめ，そこまで考えて作戦を立て
て，判断基準を明確にしておくことで臨機応変ではなく
理詰めの攻撃となっている。ここが学校体育では理解さ
れにくい部分で，「作戦Ａでいくと決めたら，得点でき
なくても作戦通り実施して事を評価する」ということが
よく言われている。小学校の実態では，みんなで決めた
作戦を，咄嗟のワンマンプレーで得点しても，それをあ
まり評価しないということに繋がっている。このことに
関しては否定しないし，その通りだと思う。これはいわ
ゆる臨機応変という言葉で誤魔化す勝手なプレーだから
だ。臨機応変なプレーと状況によって判断基準をにあわ
せて，表裏の作戦を切り替える。（いわゆるオプション
プレー）とは全く違う物だからだ。勿論，そういう力を
育ててるためには，その事を意識した授業の仕掛けが必
要である。例えば下図④のような物である。このような
問題を提示し，考えさせチームで検証して理解していく
ことが大事だと考える。
表⑥
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３．作戦を考える時には
　２：１のハンドオフを使いながらのランプレーのみ
の動きから，スモールステップで積み上げていく方法
で授業を進めてきても，パスもＯＫになり「３人や４
人での作戦を考えましょう」となると，丸っきり見当が
つかずメンバー任せになるケースが多かったり，トリッ
キーな作戦を，思いつき試す。たまたま上手くいったこ
とでそんな一か八かのギャンブルのような作戦になって
しまうこともよく見られる。折角ここまで丁寧に進めて
きたのに…とがっかりすることもあるのだが…。その反
対にベーシックフォーメーションと名付け，典型的な作
戦のパターンの数種類を提示し，基本の作戦を習得した
後，オリジナル作戦を創造させようとしたこともある
が，各個人の動きの役割や意味が分かっていない間に，
提示すると意味を見出せず面白みも感じないで結果が出
にくい。そのためには，フラッグフットボールの動きを
スモールステップで学ぶように，作戦づくりのための力
についても同じように積み上げていく仕掛けが必要だと
考える。前時までのプレーを継続した上で，次はこのこ
とを含めて考えてみましょうという風に組み立てる必要
がある。例えば，次の図⑤のように課題を提示するやり
方がその様なことだ。２：２のハンドオフのみの段階で
は，ＱＢと，もう一人だけなので，右に立つのか左側な
のか？ハンドオフを実施するのが，ＱＢの前でなのか？
後でなのか？等々の選択肢はあるが，まだまだ少ないの
で，次頁図⑥のように，まだ考えやすい。その時から自
分たちで考え組み立てる事に慣れさせる必要があると考
える。そうすると，２：２から３：３に移行するときの
段階で，選択肢は増えることにはなるが，図⑥のよう
に，まずは立ち位置を考えることから作り出すように指
示を出す。そして，作戦の始まりは，今まで取り組んで
きたハンドオフかハンドオフフェイクのプレーから始め
る事を遵守させることが大事だ。そうすると，今までの
積み上げが無駄になることもないし，作戦検討に制限を
かけるというのとは違い，作戦の考案には逆に考えやす
いということに結果的には繋がりやすい。そう考える。
４．今後について
　今回２年間に渡って，大学生の授業を元に，小学校体
育の教材としてフラッグフットボールは適しているのか
を検証してみた。結果は，本論の中でも触れているが，
非常に適しているというという風に考える。しかしなが
ら，小学生に対して授業している実践例は数多く存在す
るが，私が目指している「フラッグフットボールの教材
価値」に到達しているとは言いがたい。今までの現場で
行われている，授業プランではなく，新しい授業プラン
を行うことでないと難しい。それが実際に現場で通用す
るかは，まず実践を行う教員にこの授業プランを実施す
るだけの知識やスキルを身につけておくことが不可欠で
ある。そして，子どもたちにより深く理解させるために
は，視覚化が必要である。わかりやすいビデオ教材の着
手に手がけたいと思っている。この様な試みと共に，現
場の先生方への実技教室や，実践の応援なども積極的に
展開し実践例を増やし検証していきたいと考えている。
５．まとめ
　今回この紀要が執筆，発行される間に学校での授業ス
タイルが根本的に見直され，私たち教員を取り巻く教育
環境は目まぐるしく変化している。
　当たり前のように対面授業をしていた以前と違い，遠
隔授業を取り入れることが必須条件となり，これまでと
は違った環境の中で如何に教育の質を確保するかという
問題に直面している。
　ICT教育という観点からすれば，進まなかったネット
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環境が，今回のコロナ禍の影響によって劇的に改善され
た結果，情報伝達能力が飛躍的に進んだことは明らかで
あり，電子機器を使用して大量の情報に接することが可
能となった。しかしその反面，画面を通しての学習が中
心となり，１日中パソコンから離れることなく学習する
ことで，様々な問題も指摘されている。
　電子機器を中心とした学習ではどうしてもパソコンの
画面の前での作業が中心となりがちである。結果，から
だを動かす機会が極端に減少することが指摘され，子ど
もたちの運動能力に関しての低下が問題となり始めてい
る。スポーツ庁が令和２年７月に更新した「新型コロナ
ウイルス感染対策　スポーツ・運動の留意点と，運動事
例について」でも新しい生活様式におけるスポーツのあ
り方が取り上げられて，テレワークによる運動不足を解
消する手段として手軽にできるスポーツメニューの具体
例が示され，室内外を問わず運動・スポーツを推奨して
いる。その観点からも，このフラッグフットボールを小
学校の教育現場で実践することは非常に有意義であり，
教材的価値も十分だと言える。
　フラッグフットボールは，本紀要の前編でも述べてあ
るがアメリカンフットボールのルールを簡易化しタック
ルの代わりに腰につけたフラッグ（しっぽ）を取るよう
にしたもので危険なプレーや蜜になる状態が避けられる
ことなど，今後の教育現場で広く取り入れられるべきも
のであろう。スポーツ庁の指針でも10分程度のボール
を使った運動を授業に取り入れることを前提に，小学校
の屋外でのいろいろな運動の取り組み内容を紹介し，適
度な運動の重要性を述べている。このフラッグフット
ボールに関しても前半，後半それぞれ10分間の運動時
間とし，間に５分ないし10分のハーフタイムを入れる
ことで十分，スポーツ庁の示す教材として成立すると考
える。
　体育という教科の本来の目的が達成されにくい環境の
なかで，ICT教育との関わりやコロナ対策を取り入れな
がら，いかに新しい環境に適したカリキュラムを考える
かが重要である。
